
別紙３

単位価格表示の文字の大きさについて

・視認距離と視力に対する最適な文字の大きさは次の式により求められる。

文字高さ（Ｅ）ｍｍ＝視認距離（Ｌ）ｍｍ／12× 1／視力φtan

・スーパー等における買物客と商品棚との距離については、一方の商品棚を見ていた客

が、その場から移動せず、隣接した商品棚を見るようなケースも想定し、およそ１ｍ程

度と考えられる。

． 、 、・６５歳程度の高齢者の視力を０ ３～０.５程度として 上記の式にあてはめた場合

最適な文字の大きさは 、最低限確保すべき大きさとしては９～１０ポイン１４ポイント

ト程度となる。

・通常のスーパーの店舗内の照度はおよそ５００ルクス程度であると考えられる。ただ

し、棚の下等の陰になる場所では、もう少し暗くなる。照度が落ちれば、見にくくなる

ため、必要な文字の大きさはさらに大きくなる。

・高齢者にとっては､ ６、７、８ポイントはポイント数が上がっても見え方はほとんど

変わらず、１０ポイント程度から急に見えるようになる。

・単位価格をレイアウトする際、販売価格のような大きな文字の真上に表示すると、実

。 、 、際よりも小さく見えてしまうことがある この場合には １行程度行間を設けてやると

視認性が高まる。

（広島国際大学人間環境学部 長町三生教授からのヒアリング結果による ）。


